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〉私の主張《

了 ど も の 心

鉄男

三河地方で採集した珍らしい甲虫

山崎隆弘

ここ数年 (1966~1972), 三河地方を中心に

して松野更ー氏らと甲虫類の採集を行なってきた

が，その中には比較的珍らしいもの，記録してお

いた方がよいと思われるものが若干見い出された

のでそれらについて報告したいと思う。

学名は北隆館の原色昆虫大図鑑 (II) に従い，

採集者については，松野更ー (MK), 山崎勝次

(YK), 山崎尚之(y N)' 山崎隆弘(y T) 

とし，採集年月日の次の（）の中には頭数を示した。

1. JI ipponodorcus mont i vagus Lewis ヒメ
オオクワガタ

段戸山， 15. 濯． 1971(2)(MK ）；段戸山， 16.
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渭． 1972(2J (MK)。

2. M acr砥orcas binervis Motschulskyスジ

クワガタ

段戸山， 18. 憧． 1971(1) (MK) ;段戸山， 15.

囮 1971(1) (MK) 。

3. A egu.s laevicollis Saunders ネプトク

ワガタ

豊川， 17. 遁． 1972(1) (MK) 。

樹液に来たものを採集した。

4. G eotru.pes au.ratu.s Motschulsky オオ

センチコガネ

本宮山， 9. N. 1966(1) (YK) 

原型の金赤色をしたものである。

5. Ontんophagu.s tri cornis Wiedemann 

ツノエンマコガネ

蒲郡， 5. 'd. 1972(1) (YT) ;蒲郡， 21. ¥I. 

1966(2J (YT) ；蒲郡， 23. ¥I. 1972(1) (YT); 

蒲郡， 29. 'd. 1968(l)(YT ）；蒲郡， 12. 渭．

1971 (3) (YT) ;蒲郡， 31.漏． 1967(1)(YT) 

；蒲郡， 31 ．渭． 1968(2)(YT) 。

蒲郡地方では他にも多数の採集例があり，本

種の分布や生態は興味がある。上記の個体は，

いずれも燈火に飛来したものを採集した。また

水銀灯などの下にある 1cm くらいの穴から発見

されることが多い。市街地で採集できる。

6. Aphodiu.s elegans Al L i bertオオフタホ

シマグソコガネ

本宿， 8. V. 1966(1) (Y K) 。

カドマルエンマコガネやクロマルエンマコガ

ネなどに混って採集された。

7. Granida albolineata Motschulskyシ

ロスジコガネ

渥美蔵王山， 24. ¥I. 1972(4)(MK) ；蒲郡，

19. W. 1966(l)(YK)。•

いずれも海岸地帯の燈火に飛来したのを採集

した。

8. Anomala a • bopit osa Hope アオドウガネ

渥美蔵王山， 24. ¥I. 1972(4)(MK) 。

暖地ではきわめて普通の種であるが，年によ

って非常に少なくなることがある。

9. Rhomborrんina polita Waterhouse ク

ロカナプン

豊川， 17. 濯． 1970(1)(MK) ;石巻山， 14.

漕． 1釘l(l)(MK); 豊川， 17. \I .1972(5)(M

k) 。

三河地方では数が少ない。いずれも 8 月に採

集されている。

10. Protaetia le四i Harold キョウトアオ

ハナムグリ

宮地山， 4. ¥f. 1971(2J (MK) 。

伊藤昭博氏によると，石巻山ではクヌギの樹

液に来たのを採集されたそうである。

11. Nipponobuprestis amabilis Snellen van 

Vol lenhoven アオマダラタマムシ

鳳来寺山， 30. V. 1966(1) (YT) 。

飛翔中のものをネットで採集した。筆者は1966

年に猿投山で採集したこともある。

12. C olaulon miyamotoi tsukamotoi kishii 

オオハマペヒメサビキコリ

三河大島．1. ¥f. 1969(1) (YT) 。

最近は，海浜性昆虫の生息に適した場所も，

護岸工事のため少なくなってしまった。三河大

島では，わずわではあるが自然のまま残されて

いる。

13. P aracalais larvat四 pini Lewis フタ

モンウパタマコメッキ

石巻山， 25. ¥f. 1972(1) (MK) 。

分布上注目される種である。石巻山ではまれ

に採集されている。

14. Luciola cruciata Motschulsky ゲンジ

ボタル

蒲郡， 18. ¥f. 1971(6)(YT) 。

一時は絶滅しかけていたが，最近はわずかな

がらふえている。

15. Rodotia cardinalis Motschulsky ペタ

リアテントウ

三河大島， 23. 渭． 197l(l)(YT) 。

カイガラムシの重要な天敵である。蒲郡でも

まれに採集できる。

16. Ami血 tricolor Harold ァミダテント

ゥ；

大入渓谷， 3. V. 1969(l)(YT) 。

三河国定公園調査報告によると，幡豆沖，島

ではトペラの木に多いとしている。本種は奥三

河で採集されたのは，これが最初であると思わ

れる。

17. Aiolocaria mirabilis Motschulskyカ

メノコテントウ
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本宮山，9. N. 1966(l)(YT)。

三河地方には少ない種である。
18. M egasemu.m guadricostuLatu.m Kraatz オ

オクロカミキリ

段戸山，15.遁．1972(1) (MK)。
燈火に飛来したのを採集した。

19. S trangaLia takeu.cんii Matsushita et

Tam皿ukiタケウチホソハナカtキリ

段戸山，3．渭．19町(1) (YT)我戸山，30.

W. 1972(2) (MK)。
コウヤホソハナカミキリに混って採集された。

三河地方ではきわめて少なく， 段戸山のみで採

集されている。
a>. M argites fu.tvid邸 Pascoe キイロミヤマ

カミキリ
蒲郡，4. I. 1967(2)(YN)。

南方系のカミキリである。 冬期朽木中より採

集された。松野更 一氏も石巻山で採集している。
21. Ch eLidoniu.m gu.adricoU e Bates アオ

カミキリ

宮地山，4. W. 1971(1) (MK)。
22. R haphu.ma diadema Motschulsky クロ

トラカ；キリ

石巻山，18. W. 1972(1) (MK)。

ぉ．R haphu.ma quinquefasci ata Caste lnau 

et Gory ヨッスジトラカミキリ

篠島，31. \ii. 1966(1) (YT)。

三河地方での採集例はきわめて少ない。 飛翔

中のものを採集した。

24. Pareeんthistat四 炉ossu,s Bates セダ

カコブヤハズカミキリ

段戸山，31. W. 1965(1) (YT)。

三河地方では， 段戸山付近のみで発見されて

いる。

25. Paragtenヽa f ortu.ne i S sunders ラミ
ーカミキリ

石巻山， 町．�. 1971(1) (MK)。
以上のあ種をここに報告した。 この中には，

分布的にみて， また地方によっては珍らしくな

いものもあると思われるが， 三河地方も最近に

なって著しい自然環境の変化を受けており， と

くありふれたものも， 次第に姿を消しつつあり

珍種になりつつある。 普通種でも， こうしたも

のはこの中に含めておいた。
過去に， 三河地方において珍種として記録の

あったシロヘリハンミヨウ（篠島）， カワラハ

ンミヨウ（伊良湖）， フタオピミドリトラカミ

キリ（幡豆沖ノ島）， ミッギリゾウムシ（鳳来

寺山）， オオチャイロハナムグリ（三河川合）

などについては努力して採集に努めたが， 大多

数のものは再び確認することができなかった。

ただ， ミッギリゾウムシについては， 長野県平

岡市で19ffl年6月11日に山崎尚之氏が採集して

いる。 その他， ァミダテントウ（幅豆沖ノ島）

とョッスジトラカミキリ（佐久島）は， 筆者に

よって前種は大入渓谷で， 後種を篠島で採集さ

れ， 分布を確認することができた。 三河地万で

記録のある珍種のオオシマホ ‘ノハナカくキリ，

（段戸山）については， 穂積俊文氏が佳香蝶で

のべておられるように， 筆者も当種はタケウチ

ホ ‘ノハナカくキリのことだと思う。

ここに 報告した全種については， すべて筆

者と松野更·一氏が保管している。 なお， この報

文を草するにあたり， 採集記録を提供して頂い

た松野更 一氏， 筆者の弟の山崎勝次と尚之の両

氏に対して心から感謝の意を表する。

ア ゲ ハ の 食 草

1972年の夏，私は飼育に使うために育てていた
ミカンの葉に多くのアゲハの幼虫がついているの

を見つけました。 ミカンの木はまだ 一匹の幼虫を

育てるのも困難なほど小さく， このまま放ってお

桜 井 邦 雄

いても全絶は目に見えていたし， くカンも枯れる

恐れがあるので， かわいそうでしたがみんな木か

らはらい落としてしまいました。

2, 3日もするとミカンの木には幼虫がつかな
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くなりましたが， 一週間程後， 私は偶然そとから

lmばかり離れたマリ ー ゴールドの花に5匹の幼

虫を見い出しました。 幼虫は主に柔かい若業のあ

たりを盛んに食い荒していたのです。 その後ずっ

と観察していると， 脱皮を亘ねて終令になりまし

たが， ちょうど蛹になると思われる頃に姿を消し

てしまいました。 蛹化湯所を求めて去ったのか，

烏に襲われたのか定かではありませんが， 無事蛹

になったことを願っています。

アゲハは普通ミカン科のカラタチ， ユ ズ， サン

シ ョウを食梃としていますが， それら以外の梢物

（コスモスやシャクヤク）でも， 自然状態で成育

するものもあるそうです。 マリ ー ゴールドの場合

は， 卵を見たCとはないので， 私がミカンからは

らい落した幼虫の一 部がそこへたどりついて成長

したのでしょう。

＝ 
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私が昆虫とのつき合いの始まりは， 戦後まもな

い頃で， そのきっかけは， 今は亡き横山桐郎先生

の書かれた「幽」という題名の書物であると思っ

ている。 数十種類にわたる昆虫たちの一生につい

ての生態面からみて書かれた文章1とは， 大変面白

く， 興味深く読み返したものであり， 古びた本で

あるが今でも大切に所蔵しています。

仕事の傍ら， 昆虫採集の手引き書などを参考に

して寒冷紗を買い， 手縫いの捕虫網を作り， 詣瓶

は， 空瓶を利用した。 三角籍， 展翅板， 標本箱な

どは， 職業柄， 木で作り， ほとんどの道具類は自

作品でまにあわせ， 自転車で近くの山野1こでかけ

ることが多かった。

昭和28年に豊橋で開かれた毘虫展を見てからは，

蝶の美しさに魅了されて， 蝶類を主とした収集に

変化していった。 図鑑を開いては採集品の同定も

楽しいものだった。 五万分の1の地図を頼りに，

山中で道に迷い夜遅く家に帰り， 家族に心配をか

けたり， 思わぬ所で道が無くなり， 自転車をかつ

いで山を越えたり， 山中で腹痛で困ったこともあ

ったりして得た教訓は， 不馴れな土地で特に単身

では十分な余裕あるスケジュ ー ルで慎重な行動を，

という初歩的なことであった。

楽しみも多く， 北遠州の水窪町の山道で待望久

しかったオオムラサキの初見参に出会い， 夢中で

振ったネットに， パ シジと手答えのあった時， 永

年探し歩いても手に入らなかった珍種が採集でき

た日などは， 一 日中歩き続けた疲れなどふっとん

でしまうほどであった。

鈴 木 友 之

辛かったこと， 楽しかったこと， すべてがなっ

かしく， 昨日のことのようによみがえる。

私の調査地域は非常にせまく， 伊那谷に数回で

かけた外には， ほとんどが日帰り可能な東三河周

辺に限られている5私はそれでよいのだと思って

いる。

さて， 身近かで

忘れられない場所

は， 豊橋の葦毛湿

原周辺の自然であ

るが， 近年環境の

悪化と， 一部マニ

ャの乱獲（特に春

のギフチョウの採

集では業者と結託

している感のする

人や， 先のことを

考えないような採
1973. "· 19 

集）には腹が立つ 中山部落内にて

のは私 一人ではないと思うが， 名案はないものだ

ろうか。 採集禁止などという事を考える前に， 有

効的な規制を実施して， 必要最小限の採集をしな

がら， 永久に蝶の姿の絶えない楽國を築くなど夢

に終らせないための努力を続けたいものです。

最後に， この道を通じて， 大平先生をはじめ多

くの立派な先生と， 知人， 友人たらと接すること

によって得たものを若い世代への橋渡し役にでも

なれたらとひそかに願うものです。

 




